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導 くだ さい。
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についての ご理解 とご協力、指導の徹底 をお
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項参照
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4)面 紐 の長 さは結び 目か ら 40セ ンチメー トル以下です。長い もの
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切 な位置で結ぶ よ う、今後 も継続 して ご指導 くだ さい。
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袴など華美にならぬようご指導 ください。
いる大会においては、学校名、校章等の刺繍
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に変える傾向が若干見られますが、極力「申し合わせ事項」には加えず「指導
」の形で対応します。規則に固執することなく「質実」という伝統文化の良さを

について従来の伝統的な色や形

極的にご活用いただき、ご協力をお願いいたします。

ヒリしないように してく


